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１ 地震概要

■平成23年（2011年）東北地方太平洋沖地震

項目 内容

地震名 平成23年（2011年）東北地方太平洋沖地震

発生日時 平成23年3月11日 14時46分頃

震央地名 三陸沖（北緯38.1度、東経142.9度）

震源の深さ 約24ｋｍ

規模 マグニチュード9.0（Mw=ﾓｰﾒﾝﾄﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ）

市内の震度 震度６強：宮城野区

震度６弱：青葉区、若林区、泉区

震度５強：太白区

津波 3月11日14:49 太平洋沿岸に大津波警報発表

3月12日20:20 大津波警報から津波警報へ切り替え

3月13日 7:30 津波警報から津波注意報へ切り替え

3月13日17:58 津波注意報を解除

※津波の高さ（仙台港）：7.2ｍ（推定値）

（気象庁発表）

■最大余震

項目 内容

発生日時 平成23年4月7日 23時32分頃

震央地名 宮城県沖（北緯38.2度、東経142.0度）

震源の深さ 約66ｋｍ

規模 マグニチュード7.1（推定値）

市内の震度 震度６強：宮城野区

震度６弱：青葉区、若林区

震度５強：泉区

震度５弱：太白区

津波 4月7日23:34 宮城県に津波警報発表

4月8日 0:55 津波警報解除

（気象庁発表）

（参考）

余震の状況

（H23.10.26まで）

Ｍ7.0以上   ６回

Ｍ6.0以上  ９６回

Ｍ5.0以上 ５８１回
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津波（溺死）
96.0%

その他・不詳
1.1%

圧死・損壊死
など
2.9%

２ 被害状況

（１）人的被害（10月26日現在）

項目 内容

死者 704名

※仙台市住所登録者以外の方を含みます。（90名）

※3月11日の地震及び4月7日の余震による直接的な原因で亡くなられた方のほか、

避難所で亡くなられた方など災害関連死の可能性がある方のうち、地震から概ね1

月以内に亡くなられた方を含みます。（51名）

なお、災害関連死については認定を待つ必要があり、今後、数値は変動します。

※本市独自の集計のため、警察発表の数値と異なる場合があります。

※市内で発見された身元不明のご遺体のうち，本市で引取したご遺体数を含みます。

※市外で被災し死亡が確認された仙台市住所登録者は含みません。（164名）

■男女別

■原因別

※災害関連死の可能性のある方は除いています。

行方不明者 26名（男性10名、女性16名）

負傷者 重傷：275名（うち4/7余震：6名）

軽傷：2,003名（うち4/7余震：65名、7/25余震：2名、7/31余震：1名、8/19

余震：1名）

男性 399名 女性 305名

57％ 43％
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（２）火災

■発生件数                                （単位：件）

青葉区 宮城野区 若林区 太白区 泉区 全市

11(1) 25(2) 0 1 2 39(3)

※ 原因別では、39件のうち、地震に起因するものが17件、津波に起因するものが22件です。

※（ ）内は4/7余震に起因するものです。

■発生状況（4/7余震に起因する3件を含む）

（３）建物被害（10月23日現在）

■建物被害件数                              （単位：件）

被害程度区分内訳
区・総合支所

全 壊 大規模半壊 半 壊 一部損壊

青葉区 2,361 3,479 13,480 24,616

（うち宮城総合支所） (399) (139) (1,481) (5,099)

宮城野区 8,406 3,421 8,502 24,363

若林区 6,822 6,677 12,162 12,442

太白区 3,840 4,227 11,697 19,960

(うち秋保総合支所) (1) (1) (41) (246)

泉区 4,939 3,192 10,969 21,849

合  計 26,368 20,996 56,810 103,230

（４）宅地被害（8月19日現在）

■宅地被害数                              （単位：宅地）

区 被災宅地数
地盤のみ 擁壁のみ 地盤＋擁壁

青葉区 1,290 530 306 454

太白区 1,365 934 99 332

宮城野区 484 219 95 170

泉区 892 450 144 298

合計 4,031 2,133 644 1,254
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（５）ライフライン

種別 被害状況等

電気

停電138万戸（宮城県）

仙台市災害対策本部は3/12復旧、市内順次復旧

6/18県内復旧（仙台市内はおおむね5/10復旧）

都市ガス

ガス局港工場が津波により被災、全供給停止358,781戸

3/25閉栓作業終了、復旧作業及び新潟からのパイプラインによる代替措置

4/16全面復旧（津波被災地等除く）

■復旧対象戸数の推移

復旧対象311千戸
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（復旧対象戸数：千戸）

3／23より順次供給再開

4/7余震の影響

水道

管路被害等により、市内各地で断水・減水

断水約23万戸（断水人口 約50万人、断水率50％）

3/29全面復旧（津波被災地等除く）

■断水戸数の推移

断水231千戸

0

50

100

150

200

250

3
/
1
1

3
/
1
2

3
/
1
3

3
/
1
4

3
/
1
5

3
/
1
6

3
/
1
7

3
/
1
8

3
/
1
9

3
/
2
0

3
/
2
1

3
/
2
2

3
/
2
3

3
/
2
4

3
/
2
5

3
/
2
6

3
/
2
7

3
/
2
8

3
/
2
9

3
/
3
0

3
/
3
1

4
/
1

4
/
2

4
/
3

4
/
4

4
/
5

4
/
6

4
/
7

4
/
8

4
/
9

4
/
1
0

4
/
1
1

（断水戸数：千戸）

4/7余震の影響
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種別 被害状況等

下水道

・南蒲生浄化センター：津波被害で機能停止，簡易処理にて対応

4/18 脱水汚泥処理の開始

・上谷刈浄化センター：地震被害で四分の一が機能停止，仮復旧で対応

・小在家ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ他７農業集落排水施設：津波被害で機能停止，一部施設仮復旧

通信

国内の最大通信規制値

（大規模災害等緊急事態における通信確保の在り方に関する検討会 資料による）

ＪＲ・

仙台空港

鉄道

東北新幹線     4/25 仙台⇔福島運転再開

4/29 全線運転再開

在来線       4/12 以降仙台⇔近郊順次再開

仙台空港アクセス線 7/23 仙台⇔美田園運転再開

10/1 全線運転再開

民間路線

バス

宮城交通 3/12 一部路線を除き土曜ダイヤの6割程度で運行

3/13 一部路線を除き休日ダイヤ（早朝、夜間は運休）で運行

3/28 土曜ダイヤ（日曜は休日ダイヤ）で全便運行

4/18 通常運行再開

愛子観光 3/19 暫定ダイヤで運行再開

4/6 通常運行再開

高速バス

3/13  仙台～山形線が暫定ダイヤで運行再開

3/14  仙台～新潟線が暫定ダイヤで運行再開

3/16～ 東京方面への路線が暫定ダイヤで順次運行再開。東北新幹線再開までの

間、緊急支援バス運行

3/20～ その他の各路線とも暫定ダイヤで順次運行再開

4/1～ 順次通常運行再開

近隣市町

との臨時

バス

3/23～4/20 ＪＲの運休に伴い、宮城交通及び各市町が仙台⇔近隣市町間の臨時

バスを運行

地下鉄

3/11～3/13 運休（3/12、13バス振替輸送）

3/14 富沢⇔台原運転再開

泉中央⇔台原駅間シャトルバス運行

4/1 黒松⇔台原駅間シャトルバス運行

4/29 全線運転再開



- 6 -

市営バス

3/12 主要幹線路線での運行再開

3/28 休日ダイヤでの運行に切替

4/18 通常ダイヤでの運行に切替

仙台空港

津波により冠水

4/13 暫定運用開始

6/23 国際線 チャーター便運航再開

7/25 国内線 概ね通常ダイヤで運航再開

7/25 空港ターミナル一部共用開始

9/25 全面再開

仙台港

フェリー

4/28 仙台⇔苫小牧フェリー臨時ダイヤ営業再開

5/26 名古屋⇔仙台フェリー臨時ダイヤ営業再開

6/5 全区間通常運航再開

（６）市有施設（9月末現在）

①ライフライン関係

種別 被害概要（主なもの） 復旧見通し

水道

■上水道施設

浄水場，配水所等一部損傷

■水道管

市内水道管破損等により，市内広域

で断水

断水人口：0人

津波被害地区や警戒区域等を除き復

旧済み

※基本的には復旧の要望があれば仮

設給水等で給水対応が可能である。

但し，下水道の被災，宅内の漏水等

により給水できない場合がある。

ガス

■ガス製造設備

津波の被害により、ガス製造ができ

ない状態

■ガス管

本支管で167箇所の被害

ガス全供給停止：299戸

避難勧告区域や海岸部等、津波の被

害の大きかった地区などを除き、概

ね復旧済み

（港工場は平成24年5月までに復旧

見込み）

下水道

■下水処理施設

津波により、南蒲生浄化センターが

壊滅的被害（本市下水の約7割を処

理する施設）

■下水管

マンホールの浮き上がり等の被害

あり

南蒲生浄化センターは平成27年度末

を目処に復旧予定（段階的な処理水

質向上対策を平成24年1月から実施

予定）

その他の施設・下水道管は平成24年

度末までを目処に復旧予定
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②生活・衛生関係

種別 被害概要（主なもの） 復旧見通し

廃棄物処理

施設

■ごみ処理施設

松森工場について、外壁脱落、各種

配管破断等の被害（ごみクレーン復

旧済み）

■し尿処理施設

津波により、南蒲生環境センターが

壊滅的被害

ほぼ稼働中（ごみ処理施設は工事完

了3月予定）

復旧作業中

斎場
葛岡斎場一部損傷 ガラスにひびあり

施設利用に影響無し

墓園・霊園

園内の地割れ、墓石倒壊多数 応急工事対応中（北山霊園を除く）

その他衛生

関係施設

■食肉衛生検査所

各種設備損傷により、BSE 検査室一

部損傷

■衛生研究所

施設、設備一部損傷

食肉衛生検査所は検査室等の施設に

ついて応急対応済み

衛生研究所は一部応急対応済み、順

次修繕を実施し、年度内に復旧予定

③都市基盤関係

種別 被害概要（主なもの） 復旧見通し

地下鉄

■南北線

泉中央駅～黒松駅間において，高架

橋・橋脚の損傷，レールの一部に歪

み，架線の一部が破損

八乙女駅において，上屋を支える柱

を固定するアンカーボルトの破断

その他，駅舎等の壁・天井・内壁の

亀裂損傷及び電気設備等に被害

■東西線

工事用据付クレーン脚部損傷，トン

ネル資材破損，防音ハウス基礎ボル

ト破損，建設発生土処理場周辺部の

崖崩落

南北線は全線運転再開済み

東西線は6月20日から順次工事を再

開し、9月1日には全工区において工

事を再開

バス

■岡田出張所

庁舎，バス1台，公用車1台水没

■霞の目整備工場

屋根損傷

■旭ヶ丘バスターミナル

天井一部落下，内部ﾀｲﾙ壁亀裂損傷

被害が大きいところは時間を要する

が、概ね運行には支障無し

旭ヶ丘バスターミナルは 4 月 1 日に

仮復旧
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道路・橋りょ

う

■道路

12,020 路線のうち10,374箇所（う

ち津波被災659箇所）が被災

被災箇所中通行止め766箇所

■橋りょう

827橋のうち117橋（うち津波被災

75橋）が被災

被災箇所中通行止め77橋

道路は通行止め 766 箇所（うち津波

被災659箇所）のうち92箇所（うち

津波被災 7 箇所）は年度内開通見込

み

残る 674 箇所は津波や土砂崩れの被

害が大きく、早期通行止め解除に向

け復旧手法等を含め検討中

橋りょうは通行止め77橋（うち津波

被災75橋）のうち6橋（うち津波被

災4橋）が年度内に開通見込み

残る71橋は全て津波の被害を受けた

もので、早期通行止め解除に向け復

旧手法等を含め検討中

道路、橋りょうの被災箇所は、災害

査定後に順次工事に着手する見込み

公園

■仙台スタジアム

コンコースのコンクリート落下、観

客席、夜間照明設備及び北側エント

ランス広場の損壊等

■青葉山公園

仙台城本丸跡東側の大規模な崖崩

れ

■海岸公園

蒲生・荒浜・井土地区にて施設消失

■八木山動物公園

平面駐車場北側法面崩落、展示ホー

ル壁亀裂等

仙台スタジアムは 4 月中に応急復旧

が完了し、供用開始済みであり、年

度内に本復旧完了予定

青葉山公園は安全を確認し、本丸広

場等の供用再開済みであり、年度内

に復旧工事着手予定

八木山動物公園は、駐車場は年度内

に本復旧完了予定であり、その他園

内施設は安全上必要な復旧は完了し

開園済み

他公園施設については、海岸公園を

除き年内に災害査定を受けた後、順

次工事に着手する見込み

農林関係

施設

■排水機場関連（50箇所損壊）

■幹・支線水路（43,140ｍが機能不全）

■ため池（47箇所が施設破損等）

■深沼漁港海岸防潮堤（水産関係施

設）

排水機場は一部仮復旧済みである

が、全体の復旧には時間を要する見

込み

被害の大きい東部地区に係る部分は

調査中であり、復旧の目途は今のと

ころ立たず

河川関係

施設

■河川

準用河川井土浦川：河川への土砂・

瓦礫等の堆積及び護岸の崩壊

その他河川（花輪川外13河川）：護

岸損壊等16箇所

井土浦川（東部地区）：がれき撤去を

7月末に完了。現在被害状況を調査し

復旧に向けた測量・設計を行ってい

る。

その他河川：3箇所（花輪川外2河川）

については復旧済み。その他の箇所

については、年度内に復旧を行う予

定
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④学校関係

種別 被害概要（主なもの） 復旧見通し

学校関係

壁面亀裂、各種設備等の一部損傷多数

■小学校（震災直後の状況）

使用不可：8 校、一部使用不可：5

校 ※全体125校

■中学校（震災直後の状況）

使用不可：4 校、一部使用不可：5

校 ※全体63校

津波により被災した学校、被害の大

きかった学校を除き、応急復旧によ

り概ね 4 月中に自校での教育活動を

再開し、本復旧工事を実施中

現在も自校の教室以外の場所を使用

して授業を行っている学校は2校（中

学校）、自校以外の場所で授業を行っ

ている学校は11校（小学校9校、中

学校2校）

給食センターは8月26日までに復旧

済み

⑤市民利用施設

種別 被害概要（主なもの） 復旧見通し

文化交流施

設

天井落下，舞台設備等の一部損傷等多

数（国際センター、戦災復興記念館、

青年文化センター等）

概ね年内復旧見込み

地域施設

天井落下、各種設備等の一部損傷等多

数（区文化センター、市民センター、

コミュニティセンター等）

一部市民センター・コミュニティセ

ンターを除き、概ね年度内復旧見込

み

福祉施設

天井落下、各種設備等の一部損傷等多

数（福祉プラザ、シルバーセンター、

児童館、保育所等）

一部再開の目途が立たないものがあ

るが、概ね年内復旧見込み又は仮設

施設により再開済み

医療・衛生施

設

壁面亀裂、各種設備等の一部損傷等多

数（市立病院、北部急患診療所等）

健康増進センターは平成24年中に供

用開始見込み

市立病院は業務を行いつつ並行して

施設改修を実施

他は概ね年内復旧見込み（北部急患

診療所等の一部は復旧済み）

社会教育施

設

天井落下、各種設備等の一部損傷等多

数（科学館、メディアテーク、図書館

等）

一部図書館を除き、概ね年内復旧見

込み

スポーツ施

設

天井材落下、各種設備等の一部損傷等

多数（体育館、プール、野球場等）

一部体育館を除き、概ね年内復旧見

込み

経済振興・ 壁面亀裂、各種設備等の一部損傷等多 農業園芸センターは10月上旬に一部
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環境施設 数（情報産業プラザ、瑞鳳殿、秋保里

センター等）

（公園部分）共用開始予定。市民農

園は、当面の間瓦礫置場として利用

予定

情報・産業プラザは全館供用済み

他は概ね年内復旧見込み

市場関係

壁面亀裂、各種設備等の一部損傷等多

数及び不等沈下（中央卸売市場、花き

市場、食肉市場）

本場及び花き市場は業務を行いつつ

並行して施設改修を実施

食肉市場は仮復旧により5月13日か

ら全業務再開し、並行して改修工事

を実施

駐車場・駐輪

場

二日町・勾当台公園地下駐車場にて消

火設備の破損あり

駐輪場において損傷箇所あり

一部を除き供用済み

・年度内復旧見込み

駐輪場の運営に支障はない

市営住宅関

係

壁面亀裂、各種設備等の一部損傷等多

数（市営住宅、再開発住宅）

被害の大きい住棟を除き、概ね年内

復旧見込み

⑥庁舎等

種別 被害概要（主なもの） 復旧見通し

本庁関係

壁面亀裂、各種設備等の一部損傷等多

数（本庁舎、北庁舎、上杉分庁舎、情

報システムセンター等）

一部調査中のものがある（開発事務

所等）が、概ね年内復旧見込み

消防関係

消防へリポートが津波により被災、天

井落下、各種施設の一部損傷等多数

（消防署所、消防団施設、水防倉庫等）

被害の大きい東部地区は復旧の目途

立っておらず（一部解体予定）

消防署所・消防団施設・防火水槽は

概ね年度内復旧見込み

その他
各環境事業所、教育センターにて一部

損傷

一部を除き年内復旧見込み

区役所関係
壁面亀裂、各種設備等の一部損傷等多

数（5区役所、2総合支所等）

一部を除き年内復旧見込み

公営企業

関係

壁面亀裂、敷地地盤沈下、各種設備等

の一部損傷等多数（水道、交通、ガス）

水道局については一部が仮復旧した

ものの、大部分についてはその多く

が調査中

ガス局及び交通局については緊急工

事が完了し、本格的な改修には時間

を要する見込み
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（７）被害額

■市内被害額（10月28日現在）

区分 被害額

①市有施設関係 約3,350億円

ライフライン関係（水道・ガス・下水道等） 1,720億円

都市基盤関係（地下鉄、道路橋梁、公園等） 1,290億円

生活衛生関係（廃棄物処理施設等） 30億円

建築物関係（学校、市営住宅、庁舎等） 310億円

②その他公共施設 約1,446億円

交通関係 259億円

ライフライン、保健医療関係 32億円

公共土木関係 267億円

文教関係 869億円

その他 19億円

③住家・宅地 約5,151億円

④農林水産業関係 約729億円

農地、農業用機械等 721億円

漁業関係 8億円

⑤商工業関係（有形固定資産並びに製品在庫等の被災状況から想定） 約2,147億円

被害推計額 約12,823億円

※概数であるため、合計額が一致しない場合があります。

※概算額の推計であり、今後精査が進むこと等により大きく変動する可能性があります。
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３ 対応状況

（１）災害対策本部

①災害対策本部の設置

3月11日14時46分 仙台市災害対策本部設置（現在設置継続中）

（10月28日までの間、62回仙台市災害対策本部員会議を開催）

②非常配備体制

3月11日14時46分 3号非常配備発令

5月 9日9時30分 各局長・区長による自主配備に切り替え（現在継続中）

（２）避難指示・勧告等

①津波による避難指示・勧告

3月11日14時49分 大津波警報発表に伴う避難指示

3月12日20時20分 津波警報切り替えに伴い避難勧告に切り替え

3月13日 7時30分 津波警報解除に伴い避難勧告解除

4月 7日 23時34分 津波警報発表に伴う避難勧告

4月 8日  0時55分 津波警報解除に伴い避難勧告解除

②宅地被害に伴う警戒区域設定

3月14日 折立5丁目地区に警戒区域を設定し、立入りを制限

③宅地被害に伴う避難勧告

区 避難勧告（勧告日・地域・世帯数）

6/21 滝道 5世帯、中山五丁目 4世帯、中山八丁目 1世帯、新川字佐手山 8

世帯

6/22 双葉ケ丘一丁目 2世帯、双葉ケ丘二丁目 7世帯、折立六丁目 1世帯、

芋沢字赤坂 2世帯、高野原一丁目 3世帯、高野原二丁目 16世帯、高野

原三丁目 1世帯、栗生二丁目 12世帯

6/28 旭ケ丘一丁目 2世帯、旭ケ丘二丁目 8世帯、台原三丁目 2世帯、南吉

成七丁目 1世帯、みやぎ台一丁目 1世帯、みやぎ台二丁目 2世帯、赤

坂三丁目 3世帯

青葉区

6/29 貝ケ森一丁目 1世帯、川内亀岡北裏丁 1世帯、八幡六丁目 1世帯、鷺

ケ森二丁目 7 世帯、北根一丁目 2 世帯、北根三丁目 1 世帯、水の森一

丁目 1世帯、高松三丁目1世帯

宮城野区 9/23 東仙台一丁目 8世帯

3/28 緑ケ丘四丁目 89世帯

6/16 緑ケ丘二丁目 2世帯

太白区

6/29 緑ケ丘二丁目 1世帯

6/16 南光台六丁目 1世帯、松森字明神 4世帯、七北田字八乙女 2世帯、松

森字陣ケ原 2世帯

泉区

6/20 南光台四丁目 2世帯、加茂五丁目 3世帯、東黒松 2世帯、黒松三丁目 3

世帯
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（３）消防活動

①地震・津波に起因する災害出場件数（暫定値）               （単位：件）

火災 救助 救急 ガス漏れ 危険物漏洩
自然災害

（崖崩れなど）

39(3) 299(17) 141(33) 113(52) 46(22) 225(47)

※( )は4月7日以降の余震に起因するものです。

②救助活動状況

生存者救助899名、避難誘導3,931名

（４）応急危険度判定等

①建物応急危険度判定（3/12～5/10）

■民間建築物

危険(赤) 要注意(黄) 調査済(緑) 合計

1,543件(17.3％) 2,711件(30.4％) 4,653件(52.3％) 8,907件(100％)

■公共建築物

危険(赤) 要注意(黄) 調査済(緑) 合計

58件(18.6％) 110件(35.5％) 146件(45.9％) 314件(100％)

②被災宅地危険度判定（3/14～5/19）

危険(赤) 要注意(黄) 調査済(青) 合計

868件(22.4％) 1,210件(31.2％) 1,802件(46.4％) 3,880件(100％)

（５）応急給水活動

■給水量と給水車台数の推移
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（６）避難所

①避難者の状況

避難者数最大：105,947人（3月12日11時30分時点）

②避難所の状況

避難所数最大：288箇所（3月14日8時00分時点）

避難所閉鎖時期：7月31日

（青葉区6/25、宮城野区7/31、若林区7/24、太白区7/9、泉区7/17）

■避難者数・避難所数の推移（全市・各区）   （上段 避難所数：箇所、下段 避難者数：人）

3/11 3/12 3/13 3/14 4/11 5/11 6/11 7/11

172 266 286 288 31 21 16 7
全市

70,507 105,947 102,433 97,260 2,829 1,927 1,197 113

49 82 81 81 5 4 1 0
青葉区

16,629 26,554 20,209 18,559 102 44 7 0

28 44 41 41 5 5 5 1
宮城野区

18,584 28,997 30,510 30,510 1,020 755 625 62

33 40 47 47 17 8 7 5
若林区

16,314 20,449 18,518 18,518 1,559 1,035 532 48

31 55 61 63 3 3 2 0
太白区

11,847 19,611 18,916 18,543 93 67 24 0

31 45 56 56 1 1 1 1
泉区

7,133 10,336 14,280 11,130 55 26 9 3

■避難者数・避難所数の推移

■福祉避難所
①避難者の状況
避難者数：288人 最大：168人（3月24日・25日）

②避難所の状況

施設数：40箇所（老人福祉ｾﾝﾀｰ 4箇所、障害者福祉ｾﾝﾀｰ 4箇所、介護保険施設36箇所）
避難所開設期間：3月11日～10月6日

■被災者ショートステイ支援事業（1.5次避難支援事業）
・期間    6/29～8/3
・申込者総数 62組169名
・受入施設  秋保温泉7施設、作並温泉7施設
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（７）応急仮設住宅（10月25日現在）

①プレハブ仮設住宅

完成1,505戸、入居決定1,471戸

■プレハブ仮設住宅の内訳

区 箇所名 所在地 建設戸数

仙台港背後地6号公園用地 中野字田中 100

鶴巻1丁目東公園 鶴巻1丁目1006-1 47

港南西公園 蒲生字南屋ヶ城1-9外 42

福田町南1丁目公園 福田町南1丁目1007 62

岡田西町公園 岡田西町2 82

高砂1丁目公園 高砂1丁目23-1 32

扇町4丁目公園 扇町4丁目9-1 80

宮
城
野
区

扇町1丁目公園 扇町1丁目4 131

荒井小学校用地 伊在字東通 194

荒井2号公園 荒井字南通 24

荒井7号公園 荒井字揚戸 15

若林日辺グラウンド多目的広場 日辺字沖田東15 63

若林日辺グラウンド 日辺字沖田東15 134

七郷中央公園 蒲町字東39-2外 60

六丁の目中町西公園 六丁の目中町9 19

卸町5丁目公園 卸町5丁目4 95

若
林
区

卸町東2丁目公園 卸町東2丁目4 92

太
白
区

あすと長町38街区 あすと長町3丁目1 233

1,505

※プレハブ福祉仮設住宅：完成18戸、入居決定15戸

②公務員住宅等

入居決定505戸

③借上げ民間賃貸住宅

入居決定8,405戸
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（８）震災廃棄物の処理

宅地：4月22日から宅地内のがれき等の撤去を開始、7月末までに概ね完了済み。

農地：7月1日から農地内のがれき等の撤去を開始、年内に完了見込み。

■がれきの搬入率

がれき発生量 搬入済量 搬入率

10月20日現在 135.2万㌧ 112.1万㌧ 82.9%

（９）損壊家屋等の解体撤去

公費解体：5月23日から受付を開始し、6月10日から解体・撤去工事に着手。

公費助成：7月1日から受付を開始。※11月末にて受付を終了。

（１０）福島第一原子力発電所事故対応関連

①空間放射線モニタリング

区分 実施期間 実施内容

第1段階モニタリング 6月8日～22日
すべての市立学校、私立を含む保育所、幼稚園、

児童館、公園等 計約750箇所。

第2段階モニタリング 6月27日～

第一段階の測定結果と地域バランスを考慮し

て63箇所のポイントを選定し，毎週1回測定。

また、各区役所・総合支所で毎日、空間放射

線モニタリングを継続中。

第3段階モニタリング 7月14日～22日

学校、児童館、保育所及び児童生徒の利用の

多い施設の中からモデル施設 10 箇所を選定

し、校庭や花壇、側溝等、様々な箇所で測定

し、放射線分布の傾向を確認する。

公費解体受付件数 公費助成申込み件数

10月20日現在 5,225件 764件
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一般廃棄物焼却施設 6月29日～
ごみ焼却施設（3箇所）及び石積埋立処分場に

おいて毎週1回の測定を実施。

下水道処理施設 8月3日～
下水道処理施設（4 箇所）の敷地境界で毎週 1

回の測定を実施。

（参考）

第一段階における第二段階での継続調査ポイント63箇所の全市平均  0.12μSv/h

第二段階での１２週目（９月１２日～）以降             0.10μSv/h

第三段階での計測値 最低 0.05μSv/h   最高 0.21μSv/h

一般廃棄物焼却施設の敷地境界での計測値 最低 0.05μSv/h  最高 0.14μSv/h

下水道処理施設の敷地境界での計測値   最低 0.04μSv/h  最高 0.11μSv/h

いずれも本市における基準値（0.23を超えないこと）以下であり健康に影響のないレベル

であった。

②その他モニタリング

調査項目 実施期間 実施内容

学校プール水の放射能

測定
6月13日～

市内10箇所の学校プールにて、利用シーズン期

間の1ヶ月に1回程度、定期的に測定を実施。

水道水の放射能測定 3月24日～
市内浄水場（3箇所）及び配水所（1箇所）で週

1回の測定を実施。

飲用に使用している沢

水の放射能測定

8月31日～9月2

日

沢水を飲用に使用している 3 施設の沢水の放射

能の測定を実施。

浄水発生土の放射能測

定
7月4日～

市内浄水場（3箇所）及び配水所（1箇所）の浄

水発生土について、不定期にて放射能測定を実

施。

下水汚泥等の放射性物

質測定
7月7日～

各浄化センターの汚水汚泥等に含まれる放射能

の測定の実施。

仙台産野菜の放射性物

質検査
8月1日～

1 週間に 1 回、3種類（区ごとにローテーション

を組み，各区から1種類）の調査を実施。

牛肉の放射能測定 8月1日～

仙台市食肉市場でと畜した牛について、県内

産、県外産に係わらず、放射性物質量の全頭

検査を実施。

学校給食に使用する食

品の放射性物質検査
9月29日～

学校給食に使用する予定の主要な食品の中

から、市場の入荷状況や産地を考慮し、保育

所などの給食でも使用される野菜などの食

品にて実施。

ごみ焼却灰の放射性物

質濃度測定
7月21日～

ごみ焼却施設（3箇所）で毎月1回の測定を実

施。

（参考）

水，食品については放射性ヨウ素，放射性セシウムともほとんど不検出若しくは検出され

ても微量となっている。
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４ 被災者支援等

（１）被災者相談窓口等

区分 期間 備考

災害時多言語支援センター 3/11～ 外国人の相談対応

災害ダイヤル 3/15～3/31 問合せ件数：10,558件（累計）

消費生活相談 3/15～6/15 3/15～仮設電話により再開

6/16より通常体制に戻る

女性への悩み災害時緊急ダイヤル 3/29～7/23 相談件数：323件（累計）

被災者支援情報ダイヤル 4/1～ 問合せ件数：67,075件（累計）

被災者支援相談窓口 4/1～ 相談件数：77,754件（累計）

※累計件数は10月25日現在

（２）被災者支援・情報提供等

①「避難所通信」の発行

ライフライン等の復旧の現状や今後の見通し、助成・減免の制度や支援に関する情報など、

避難所での生活や生活再建に役立つと思われる情報まとめた「避難所通信」を発行（3/24～

第10号まで発行）

②「被災された方のための生活支援情報」の発行

情報を入手しにくいと考えられる市民を対象に、被災者支援に関する情報をまとめた「被

災された方のための生活支援情報」を発行（4/1～）

③心身ケアサービスの提供

○保健医療活動

・避難所における健康相談、運動指導、口腔ケア指導等を実施

・津波・浸水地域の個別訪問を実施し，在宅避難者の健康や生活状況を確認

・応急仮設住宅での健康相談・健康講座を実施

○こころのケアチーム

・被災地の指定避難所を巡回して被災者のこころのケア対策の実施

④避難所巡回相談

職員が避難所を巡回し、避難者への個別面談を行い、各種支援制度の説明・案内、相談対

応を実施。（4/11～29）

⑤安心見守り協働事業の実施

仮設住宅入居者の生活再建支援を目的に、ＮＰＯ等で構成する民間団体に委託し、仮設住

宅での個別訪問等を通じた見守りや各種支援機関等へのつなぎ、コミュニティ活動の支援等

を行う「安心見守り協働事業」を実施（6/1～）

実施状況 ・ 太白区あすと長町３８街区仮設住宅（6/1～）

・ 宮城野区扇町一丁目公園・扇町四丁目公園仮設住宅（7/1～）

・ 青葉区内応急仮設住宅（社宅等）（9/10～9/15）
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⑥借上げ民間賃貸住宅 戸別訪問調査

被災者の世帯状況や健康状態等の把握、生活再建に関する各種資料の提供のため、借上げ

民間賃貸住宅の戸別訪問調査を実施

・実施時期  8月6日～12日

・対象世帯数 1,843世帯

・調査世帯数 1,707世帯（訪問1,664世帯、郵送等43世帯）

・調査票回収 1,471世帯（回収率86.2％）

⑦借上げ民間賃貸住宅等 郵送調査

被災者の世帯状況や健康状態等の把握、生活再建に関する各種資料の提供のため、郵送に

よる調査及び資料提供を実施

・調査票発送日 9月12日

・対象世帯数  8,905世帯（市内居住者7,313世帯、市外転出者1,592世帯）

・調査票回収  4,642世帯（52.1％）※9月末時点

⑧避難所巡回バスの運行

宮城野区、若林区内の避難所と区役所、医療施設を結ぶ無料巡回バスを運行

・宮城野区コース（岡田小学校～東北厚生年金病院～宮城野区役所）5月3日～6月30日運行

・若林区①コース（若林体育館～若林区役所～市立病院） 5月3日～6月30日運行

・若林区②コース（六郷中学校～若林区役所～市立病院） 5月3日～6月3日運行

⑨流出物の展示・返却

がれき等撤去作業中に回収されたアルバムや写真，位牌等の展示・引渡しを実施

・開設期間 5月12日～7月31日

・開設場所 東部市民センター（宮城野区），若林区中央市民センター

（３）各種支援制度

①被災者生活再建支援制度

申請件数 交付件数 交付率

10月21日現在 45,525件 38,735件 85.1%

■支援金の交付率
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②災害義援金（日赤等4団体、宮城県災害対策本部及び仙台市受付分）

申請件数 支給件数 支給率

10月21日現在 80,229件 68,548件 85.4%

■義援金の交付率

③災害弔慰金

申請件数 支給済件数 支給率

10月21日現在 841件 672件 79.9％

④災害障害見舞金

申請件数 支給済件数 支給率

10月21日現在 2件 0件 0.0％

⑤災害援護資金

申請件数 貸付決定件数 貸付決定率

10月21日現在 5,003件 3,991件 79.8％

⑥住宅の応急修理

申請件数 修理依頼件数 修理依頼率

10月14日現在 15,154件 6,246件 41.2％
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５ ボランティアセンター等

①災害ボランティアセンターの状況

区分 開設期間 備考

青葉区災害ボランティアセンター 3/20～4/24

宮城野区災害ボランティアセンター 3/15～4/26

北部津波災害ボランティアセンター

（6/1 から仙台市津波災害ボランティア

センター）

4/27～8/10 受付累計23,788人

活動累計2,365箇所

若林区災害ボランティアセンター 3/16～4/27

南部津波災害ボランティアセンター

（6/1 から仙台市津波災害ボランティア

センターに統合）

4/28～5/31 受付累計5,361人

活動累計788箇所

太白区災害ボランティアセンター 3/19～4/24

泉区災害ボランティアセンター 3/27～4/24

②保健活動ボランティア

登録者数：49人、派遣件数：29件

③ボランティアセンター運営スタッフ派遣（3/15～7/5）

神戸市、大阪市、京都市、札幌市、堺市、広島市、兵庫県、岡山市、滋賀県、大阪府、

各社会福祉協議会
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６ 他都市等からの支援

（１）協定等に基づく派遣

①20大都市災害時相互応援に関する協定（延べ18,694人）

期間 3/12～5/21

派遣元 東京都及び札幌、さいたま、千葉、川崎、横浜、相模原、新潟、静岡、浜松、名

古屋、京都、大阪、堺、神戸、岡山、広島、北九州、福岡各都市

派遣内容 先遣隊（応援事務）、避難所対応、復興計画策定支援、物資搬送、応急危険度判

定、災害廃棄物処理支援、し尿処理、ごみ処理、下水道管きょ被害調査等

②18大都市水道局災害相互応援に関する覚書(約270名)及び日本水道協会災害時応援協定(約210名)

期間 3/12～4/7

派遣元 東京都及び札幌、新潟、横浜、名古屋、大阪、神戸、京都、岡山各都市

(北海道)旭川市、函館市、千歳市、室蘭市、苫小牧市、登別市、釧路市、北見市、

帯広市、洞爺湖町、白老町、(新潟県)長岡市、五泉市、(岐阜県)大垣市、(滋賀

県)湖南市、(岡山県)倉敷市、井原市、総社市、津山市、美作市、高梁市、新見

市、笠岡市、瀬戸内市、玉野市、備前市、西南水道企業団、南部水道企業団、(広

島県)三次市、(島根県)島根県、松江市、出雲市、益田市、東出雲町、奥出雲町、

(山口県)下関市、岩国市、宇部市、下松市、山陽小野田市、周南市、萩市、防府

市、山口市、(徳島県)徳島市、鳴門市、小松島市、(高知県)高知市、四万十市、

(愛媛県)松山市、四国中央市、今治市、伊予市、鬼北町

派遣内容 応急給水、水道復旧、被害状況調査

③消防組織法第44条に基づく派遣（緊急消防援助隊）（延べ379隊1,390名）

期間 3/12～3/21

派遣元 神奈川県隊、三重県隊、島根県隊、熊本県隊

派遣内容 人命救助等

④災害対策基本法第30条に基づく医師・保健師等の派遣（延べ209チーム、599名）

期間 3/14～6/1

派遣元 山形県、群馬県、静岡県、大阪府、滋賀県、兵庫県、徳島県、島根県、山口県、

札幌市、新潟市、川越市、川崎市、名古屋市、京都市、西宮市、神戸市、姫路市、

岡山市、広島市、福岡市

派遣内容 医師、保健師による保健活動

⑤その他保健師派遣

期間 3/14～5/31

派遣元 新潟県岩船郡関川村、粟島浦村、全国健康保険協会宮城支部、新潟医療福祉大学

派遣内容 保健活動
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⑥ＤＭＡＴ

期間 3/12～3/15

派遣元 秦野赤十字病院、置賜総合病院、獨協医科大学病院、深谷赤十字病院、中農厚生

病院、県立新庄病院、県立広島病院、東邦大学医療センター大森病院、千葉大学

医学部附属病院、名古屋医療センター、千葉県救急医療センター

派遣内容 医師、看護師等による災害時医療

⑦医師・看護師派遣

期間 3/12～5/10

派遣元 国境なき医師団、NGO ｱﾑﾀﾞ、仙台市医師会、十四大都市医師会、大阪府支部日赤

医療ﾁｰﾑ、国立病院機構医療ﾁｰﾑ、神戸西市民病院医療ﾁｰﾑ、名古屋市病院医療ﾁｰﾑ、

NTT東日本東北病院医療ﾁｰﾑ関東労災病院診療ﾁｰﾑ、中国労災病院診療ﾁｰﾑ、和歌山

労災病院診療ﾁｰﾑ、山陰労災病院診療ﾁｰﾑ、千葉労災病院診療ﾁｰﾑ、横浜労災病院

診療ﾁｰﾑ、浜松労災病院診療ﾁｰﾑ、中部労災病院診療ﾁｰﾑ、富山労災病院診療ﾁｰﾑ、

関西労災病院診療ﾁｰﾑ、大阪労災病院診療ﾁｰﾑ、旭労災病院診療ﾁｰﾑ、愛媛労災病

院診療ﾁｰﾑ、東京労災病院診療ﾁｰﾑ、燕労災病院診療ﾁｰﾑ、神戸労災病院診療ﾁｰﾑ、

長崎労災病院診療ﾁｰﾑ、岡山労災病院診療ﾁｰﾑ、香川労災病院診療ﾁｰﾑ、熊本労災

病院診療ﾁｰﾑ、門司ﾒﾃﾞｨｶﾙｾﾝﾀｰ診療ﾁｰﾑ、北海道中央労災病院診療ﾁｰﾑ

派遣内容 医療・保健活動

⑧こころのケアチーム（医師・精神保健福祉士・臨床心理士・看護師等によるチーム派遣）

期間 3/14～

派遣元 福井県、兵庫県、徳島県、香川県、岡山市、日本精神神経科診療所協会、川崎医

科大学、仙台少年鑑別所

派遣内容 被災地の指定避難所を巡回して被災者のこころのケア対策の実施

⑨避難所支援スタッフ派遣

期間 3/16～3/25

派遣元 姫路市

派遣内容 避難所支援

⑩その他協定等に基づく派遣

・宮城県管工業協同組合（3/12～4/11） 派遣内容：応急給水、応急復旧

・宮城県解体工事業協同組合（3/12～3/18） 派遣内容：捜索活動、道路啓開作業

・㈳仙台建設業協会（3/22～） 派遣内容：捜索活動、道路啓開作業、瓦礫撤去支援

・㈳宮城県自動車整備振興会（3/17） 派遣内容：緊急消防援助隊車両タイヤ点検

・㈳隊友会宮城県隊友会（4/1～4/5） 派遣内容：避難所毛布搬出整理等

・仙台歯科医師会、宮城県歯科衛生士会（3/19～） 派遣内容：避難所巡回口腔ケア指導

・仙台市薬剤師会（3/16～7/31） 派遣内容：避難所一般用医薬品等仕分・巡回管理

・宮城県看護協会  派遣内容：避難所における健康相談
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（２）全国市長会要望・自治法に基づく派遣

①職員長期派遣（延べ58名）

期間 6/1～

派遣元 東京都、札幌市、山形市、さいたま市、新潟市、新宿区、墨田区、東京都北区、

荒川区、横浜市、名古屋市、稲沢市、豊川市、安城市、常滑市、京都市、亀岡市、

大阪市、堺市、神戸市、広島市、福岡市、春日市

派遣先 震災復興本部、財政局、健康福祉局、環境局、経済局、都市整備局、建設局、宮

城野区、太白区、教育局

②教諭派遣（12名）

期間 7/1～（8/1～5名、10/1～3名追加）

派遣元 北海道教育委員会、栃木県教育委員会

派遣先 南材木町小、高砂小、大野田小、将監西小、田子小、柳生小、七郷中、高砂中、

西山中、七北田中、南光台中

③職員（短期）派遣

・り災証明交付に係る事務（4/15～）

・災害弔慰金等各種制度申請審査業務（5/1～）

・応急仮設住宅入居申込み受付・説明（5/20～9/30）

・被災者支援住宅相談窓口業務補助（4/21～7/25）

・震災対策に係る宅地復旧等相談業務（4/21～9/29）

・国民健康保険関連業務（4/15～10/7）

・住民異動届に関する届出書審査、聴聞を含む受付窓口業務・戸籍届の審査受付等補助事務

（4/11～7/29）

・生活保護における面接相談業務等（4/19～7/15）

・介護保険料減免申請受付（4/15～9/16）

・避難所における生活保護制度の説明・周知及び保護申請の案内（4/25～8/14）

・避難所運営補助（4/13～6/20）

・道路復旧工事（4/19～9/2）

・保健活動（保健師派遣）（5/9～7/30）

・解体工事の設計・監理・検査等、発注に係る連絡調整等（5/20～9/16）

・保育所入所事務（6/1～7/21）

・被災ブロック塀の実態調査（6/13～7/8）

・市営住宅災害復旧事業、災害査定の支援（7/26～9/29）

・災害救助法に基づき実施する住宅の応急修理等受付（9/12～2/3）
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７ 国等への要望

実施日 実施主体 主な訪問先 要望内容

4/6～7 東北市長会・宮城県市

長会

各政党、県選出国会議員、内

閣官房副長官、総務省、国土

交通省

全般的事項について

4/6～7 宮城県市長会 各政党、県選出国会議員、内

閣官房副長官、総務省、国土

交通省

全般的事項について

4/27 宮城県市長会 (※宮城県知事、自衛隊) 行方不明者捜索態勢の維

持強化について

5/6 宮城県市長会・宮城県

町村会※全国市長会

長も同席

県選出国会議員、内閣官房副

長官、総務省、厚生労働省、

国土交通省、内閣府(防災)

全般的事項について

6/3、6/8 仙台市・仙台市議会 民主党、自民党、公明党、県

選出国会議員、内閣官房副長

官、総務省、財務省、国土交

通省、農林水産省、内閣府（防

災）

全般的事項について

6/7、6/8 東北市長会 民主党、内閣官房副長官、総

務省、経済産業省、内閣府(防

災)

全般的事項について

6/14 東北各市(9 市)※全

国市長会長も同席

総務省、国土交通省 宅地被害について

6/24 仙台市 県選出国会議員、総務省、国

交省

高速道路無料化手続きの

簡素化について

7/20 仙台市 民主党、県選出国会議員、内

閣官房長官、総務省、国土交

通省、内閣府（防災、復興担

当）

全般的事項について

8/4 宮城県・宮城県市長

会・宮城県町村会

民主党、内閣総理大臣，内閣

府官房長官、官房副長官、総

務省、財務省、国土交通省、

農林水産省、内閣府

全般的事項について

8/25 仙石線・石巻線沿線7

市町

民主党、県選出国会議員、国

土交通省、ＪＲ東日本本社

仙石線、石巻線の早期復

旧について

9/22 宮城県市長会 民主党、県選出国会議員、総

務省、国土交通省、農林水産

省、経済産業省、環境省、内

閣府（防災）

全般的事項について

9/22 仙台市 民主党、国土交通省 全般的事項について


